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〔 飛 躍 へ の 情 熱 〕Ashok Mehta

ガ バ ナ ー テ ー マ「行動するライオン」―希望と誇りと信念をもって―
アクティビティスローガン「高い志と情熱をもって We Serve」

今月の特集

●第44回東洋東南アジアライオンズ・フォーラムin仙台
●ガバナー公式訪問　順調に進行中

1
1
月

画題 「明日も晴れる」 明日香村の棚田　橿原ライオンズクラブ提供
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L森井士朗（京都洛東LC）

下記のお問い合せ、詳しい資料ご入用の際は、ñたづアートへご連絡下さいませ。

日本画・洋画・一般美術品　常設並買入
DNAオークション取次

〒605―0037 京都市東山区三条通神宮道西入西町138―1
〒605―0037 たづアートプラザ１F
TEL（075）771―8225±　FAX（075）771―1004
営業時間　AM10：00～PM6：00 日・祝日定休
HP：http://www13.plala.or.jp/tazuart/

新世紀にふさわしい開かれたオークションをプロデュース

〒104-0045 東京都中央区築地2丁目7番地3号 築地マインビル5階　Tel:03-5148-2188

http://www.d-n-a.co.jp/

ご担当中の案件において美術品の評価に
お困りの際は、ぜひご相談ください。

遺産相続・財産処分

L柴田益夫（京都洛西LC）

創業　宝暦５年（1755）

柴田石材株式会社
京都市中京区堀川通四条上ル
電話（075）2 2 1 - 1 8 5 8
FAX（075）2 2 3 - 1 6 0 1

柴田石材株式会社

石造美術・記念碑・石 碑

社寺建築石材工事・設計、施工

250年の尊い伝統と最新の技術を美しく
生かしひたすら石の芸術に精進する
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知
性
と
品
性
を
高
め
よ
う

第
四
十
四
回
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
会
式
が
十
月
八
日
、
宮
城
県
立
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
ア
シ
ョ
ク
・
メ
ー

タ
国
際
会
長
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
十
四
ヶ
国
か
ら
一
二
、
六
〇
〇
余
人
の
会
員
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
改
革
（R

eform
ation

）、
英
知
（U

n
d
erstan

d
in
g

）、
奉
仕
（S

erv
ice

）、
希
望
（H

op
e

）
の
頭
文
字
を
と
っ
て

「
躍
進
」（
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
）
を
テ
ー
マ
と
し
「
今
こ
そ
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
躍
進
の
と
き
」
と
の
願
い
を
込
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
当
面
す
る
「
ア
ジ
ア
の
平
和
」「
頻
発
す
る
災
害
と
支
援
」「
青
少
年
の
生
き
る
力
を
育
む
」「
レ
デ
ィ
ー
ス
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
」「
サ
イ
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
世
界
に
お
け
る
大
き

な
存
在
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
３
５
―

Ｃ
地
区
か
ら
は
一
七
〇
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
仙
台
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

お
い
て
盛
大
な
懇
親
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
会
員
間
の
信
頼
感
と
固
い
結
束
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
い
た
だ
い
た
国
際

大
会
委
員
会
、
国
際
協
調
・
迎
接
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

※
公
式
訪
問
も
い
よ
い
よ
終
盤
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
周
年
行
事
や
委
員
会
活
動
、
複
合
地
区
と
の
連
携
行
事
が
目
白
押
し
で
、

フ
ル
回
転
の
毎
日
で
す
。
ど
こ
の
ゾ
ー
ン
を
訪
問
し
て
も
心
温
ま
る
歓
待
を
受
け
、
国
際
会
長
や
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方
針
を
心
よ
く
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
知
性
と
品
性
を
高
め
て
会
員
増
強
！
　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
念
じ
て
お
り
ま

す
。

「行動するライオン」
希望と誇りと信念をもって

1

1
1
月

アショク・メータ国際会長夫妻とともにライオンズクラブ国際協会
335-C地区ガバナー

山田　昌次
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2

第44回 東洋東南アジア�　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
フ
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
開
催
�

東洋東南アジア�　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
フ
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
開
催
�

東洋東南アジア�　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
フ
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
開
催
�

東洋東南アジア�　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
�

新
幹
線
を
乗
り
継
ぎ
４
時
間

半
、
更
に
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
開

会
式
会
場
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
21
に

到
着
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
日

本
と
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
午
後
２
時
半
司

会
者
の
進
行
に
よ
り
、
ご
来
賓

や
地
区
ガ
バ
ナ
ー
方
の
登
壇
者

の
入
場
。
そ
し
て
大
会
組
織
委

員
会
の
菊
池
伸
治
委
員
長
に
よ

っ
て
、
開
会
宣
言
並
び
に
開
会

ゴ
ン
グ
が
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の

国
旗
入
場
、
国
歌
斉
唱
等
の
セ

レ
モ
ニ
ー
の
後
、「
時
代
に
あ

っ
た
新
し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
考

え
を
発
信
し
た
い
」
と
菊
池
委

員
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
続
い
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
並
び

に
ハ
リ
ケ
ー
ン「
カ
ト
リ
ー
ナ
」

災
害
義
捐
金
の
贈
呈
式
。
そ
し

て
ア
シ
ョ
ク
・
メ
ー
タ
国
際
会

長
が
、「
飛
躍
へ
の
情
熱
」
を

込
め
て
熱
く
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ

ま
し
た
。

開会式�開会式�開会式�開会式� 10月8日º　午後2時30分
グランディ21（県総合体育館）
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3

1
1
月

会
場
を
変
え
て
午
後
７
時
か
ら
３
３
５
―

Ｃ
地
区
の

ガ
バ
ナ
ー
懇
親
会
が
、
仙
台
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
約
１
７
０
名
も

の
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
杉
江
国
際

大
会
委
員
長
の
楽
し
い
司
会
に
よ
り
進
行
さ
れ
、
山
田

ガ
バ
ナ
ー
や
地
区
の
役
員
の
方
た
ち
の
日
頃
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
、
江
州
音
頭
ま
で
飛
び
入
り
し
た
り
と
、
夜
遅

く
ま
で
華
や
か
に
賑
や
か
に
宴
は
続
き
ま
し
た
。

335―Ｃ地区懇親会�335―Ｃ地区懇親会�335―Ｃ地区懇親会�335―Ｃ地区懇親会� 10月8日º　午後7時
仙台ロイヤルパークホテル
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4

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
日
目
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
、
大
規
模

災
害
に
対
す
る
国
際
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
や
一
般
市
民
ら
約
７
０
０
人
が
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
駐
日
代
表
の
弓
削
昭
子
氏

が
、「
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
助
け
あ
う
の
か
―
国
際
協
力
の
観
点
か
ら
」

と
題
し
て
基
調
講
演
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
貧
困
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み

を
紹
介
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、

東
北
大
学
理
事
の
高
田
敏
文
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
弓
削
氏
に
加
え
て
、
経
産
省
で
途
上
国
支

援
に
携
わ
っ
た
梅
原
克
彦
仙
台
市
長
、
タ
イ
の
カ
ジ
ッ
ト
・
ハ
バ
ナ
ン

ダ
元
国
際
会
長
が
参
加
。「
ア
ジ
ア
の
平
和
と
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波

災
害
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

現
状
や
展
望
を
述
べ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
被
災
者

へ
の
支
援
を
呼
び
掛
け
る
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
と
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
留
学
生
ら
約
２
０
０
人
が
参

加
。
宮
城
県
工
業
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、

「
あ
た
た
か
い
支
援
を
」「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
な
ど
と
書

い
た
横
断
幕
を
手
に
市
内
中
心
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

（
協
力：

ラ
イ
オ
ン
誌
日
本
語
版
）

公開シンポジウム�公開シンポジウム�公開シンポジウム�公開シンポジウム� 10月9日∂　午前10時～12時
仙台国際センター　大ホール

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
Ｉ
Ｔ
分
科

会
が
開
催
さ
れ
、「
災
害
時
の
Ｉ
Ｔ

対
応
に
つ
い
て
」
や
「
Ｉ
Ｔ
と
ク
ラ
ブ

運
営
」「
Ｉ
Ｔ
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

「
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
と
Ｐ
Ｒ
」
と
い
う
４
つ

の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
、
グ
ル
ー

プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
「
災
害
時
の
Ｉ
Ｔ
対

応
に
つ
い
て
」
で
は
、
震
災
を
経
験

し
て
い
る
神
戸
と
新
潟
の
参
加
者
か

ら
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す

る
事
で
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
活
動

が
出
来
る
可
能
性
が
高
い
事
、ま
た
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
日
本
レ
ベ
ル

で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
な
ど
、

今
後
継
続
し
て
話
し
合
い
を
持
つ
事
が
大
切

だ
と
い
う
結
論
で
し
た
。

最
後
に
Ｉ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム
仙
台
宣
言
と
し

て
、「
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
多
様
化
す
る

社
会
に
対
応
し
、
広
く
世
界
に
貢
献
す
る
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
目
指
す
。」
を

採
択
し
、
拍
手
の
中
、
総
勢
３
０
０
名
に
も

及
ぶ
参
加
者
の
熱
き
想
い
が
伝
わ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
し
た
。

地
区
情
報
・
Ｐ
Ｒ
・
Ｉ
Ｔ
副
委
員
長

杉
山
大
門

ライオンズITパワーアッアップ・プ・フォーラム�ライオンズITパワーアッアップ・プ・フォーラム�ライオンズITパワーアッアップ・プ・フォーラム�ライオンズITパワーアップ・フォーラム�
10月9日∂　午前９時30分～11時30分
仙台国際センター
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5

1
1
月

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
4
・
3
3
5
複
合
地
区

ア
シ
ョ
ク
・
メ
ー
タ
国
際
会
長

公
式
訪
問
並
び
に
歓
迎
晩
餐
会

10
月
３
日
∑

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
お
い
て
、
ア
シ
ョ

ク
・
メ
ー
タ
国
際
会
長
の
公
式
訪
問
並
び
に
歓
迎
晩
餐
会
が
約

４
０
０
名
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
全
員
の
拍
手
の
な
か
、
ア
シ
ョ
ク
・
メ
ー
タ
国
際

会
長
ご
夫
妻
の
ご
入
場
で
開
会
し
、
３
３
５
複
合
地
区
ガ

バ
ナ
ー
協
議
会
議
長
Ｌ
松
田
毅
の
歓
迎
の
挨
拶
を
は
じ
め

と
し
て
各
役
員
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、
ア
シ
ョ
ク
・
メ
ー
タ

国
際
会
長
の
ス
ピ
ー
チ
に
入
り
ま
し
た
。
視
力
フ
ァ
ー
ス

ト
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
、
会
員
増
強
等
の
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
が
、
終

始
圧
倒
的
な
迫
力
で
、
専
属
の
通
訳
も
と
ま
ど
わ
れ
る
様
な

状
態
で
し
た
。
ま
さ
に
国
際
会
長
の
テ
ー
マ
「
飛
躍
へ
の
情
熱
」

そ
の
も
の
の
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。
そ
の
後
、
コ
キ
ラ
夫
人

と
共
に
各
役
員
に
記
念
品
の
贈
呈
が
な
さ
れ
、
私
共
３
３
５
―

Ｃ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
山
田
昌
次
も
記
念
品
を
お

受
け
に
な
り
ま
し
た
。
歓
迎
晩
餐
会
は
ア
ポ
イ
ン
テ
ィ
Ｌ
栢
森
新
治
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
は
じ
ま
り
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

地
区
Ｐ
Ｒ
・
情
報
・
Ｉ
Ｔ
委
員
長

10
日
、ホ
テ
ル
仙
台
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
閉
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
予
想
以
上
の
メ
ン
バ
ー
の

出
席
で
会
場
は
、
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
。

ア
シ
ョ
ク
・
メ
ー
タ
国
際
会
長
の
ス
ピ
ー

チ
は
、
惜
し
く
も
同
時
通
訳
で
聴
く
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
に
か
心
に

響
き
、
優
し
く
愛
情
に
満
ち
溢
れ
て
い
た

よ
う
に
感
じ
た
の
は
、
私
だ
け
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

閉会式�閉会式�閉会式�閉会式� 10月10日¥ 午後2時30
ホテル仙台プラザ

●
10
月
３
日
∑
　
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
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6

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
―

C
地
区

２
０
０
５
年
度

夏
期
派
遣
学
生
帰
国
報
告
会

●
９
月
18
日
∂
10
時
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

９
月
18
日
∂

10
時
よ
り
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
京
都
に
て
、
夏
期
Ｙ
Ｅ
派
遣
学
生
帰
国
報
告

会
が
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
山
田
昌
次
、
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
Ｌ
八
嶌
隆
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
、
派
遣
学
生

保
護
者
の
方
々
を
含
め
約
40
名
の
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
Ｙ
Ｅ
委
員
長
Ｌ
川
勝
文
男
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
山
田
ガ
バ
ナ
ー
は
「
全
員
が
無
事
に
派
遣

先
か
ら
帰
国
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
出
発
前
に
比

べ
て
心
身
と
も
に
一
段
と
成
長
さ
れ
た
姿
を
拝
見

で
き
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
本
日
の
主

役
は
派
遣
学
生
で
す
。
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
ス
ピ

ー
チ
に
た
っ
ぷ
り
時
間
を
と
れ
る
様
、
私
の
挨
拶

は
手
短
か
に
し
て
終
わ
り
ま
す
。」
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
述
べ
ら
れ
、
報
告
前
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す

気
遣
い
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
８
名
の
派
遣
学
生
が
ス
ラ
イ
ド
映
写
に

合
わ
せ
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
楽
し
い
思

い
出
、自
国
と
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
と
戸
惑
い
、

英
語
力
不
足
の
再
認
識
と
積
極
的
に
会
話
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
等
々
、
海
外
で
の
貴

重
な
体
験
を
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
報
告
し
て
く
れ

ま
し
た
。
学
生
達
の
ス
ピ
ー
チ

は
、
報
告
内
容
の
分
か

り
易
さ
、
時
間
配
分

の
良
さ
な
ど
、
す

べ
て
が
将
来
国

際
人
と
し
て
活

躍
で
き
る
と
大

い
に
期
待
を
持

て
る
素
晴
ら
し

い
も
の
で
あ
り
、

Ｙ
Ｅ
事
業
の
重
要

性
、
継
続
の
必
要
性
を

再
度
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
冬
期
Ｙ
Ｅ
派
遣
候
補
生
が

見
学
に
訪
れ
、
先
輩
達
の
報
告
に
熱
心
に
聞
き
入

り
、
ス
ピ
ー
チ
の
終
了
し
た
学
生
か
ら
直
接
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
有
意
義
な
報

告
会
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
地
区
Ｙ
Ｅ
委
員
会
顧
問
Ｌ
西
村
良
治

か
ら
総
評
が
あ
り
、「
Ｙ
Ｅ
事
業
は
青
少
年
を
大

き
く
脱
皮
さ
せ
る
唯
一
無
比
の
も
の
で
あ
り
、
今

後
共
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
最
重
要
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
有
り
続
け
ま
す
。」
と
力
強
く
述
べ
ら
れ
、
12

時
に
終
了
し
ま
し
た
。

地
区
Ｙ
Ｅ
副
委
員
長
　
針
田
一
朗

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
―

C
地
区

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
恙
無
く
進
行

●
９
月
21
日
π
12
時
15
分
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

今
期
８
月
24
日
π

３
Ｒ
１
Ｚ
の
合
同
例
会
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
山
田
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

も
、
本
日
９
月
21
日
π

の
２
Ｒ
１
Ｚ
の
合

同
例
会
と
夕
方
か
ら
の
３
Ｒ
３
Ｚ
の
合

同
例
会
訪
問
で
、
恙
無
く
ほ
ぼ
半
ば
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２
Ｒ
１

Ｚ
で
は
篠
原
・
杉
山
両
名
誉
顧
問
も
出

席
さ
れ
、
10
時
30
分
か
ら
ガ
バ
ナ
ー
と

の
合
同
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
ガ
バ
ナ
ー
は
、
国
際
大
会
で
の
地

獄
の
セ
ミ
ナ
ー
の
帰
朝
報
告
等
を
交
え
な

が
ら
、
各
ク
ラ
ブ
へ
会
員
増
強
の
要
望
を
は

じ
め
と
し
て
熱
い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
ら

れ
ま
し
た
。
続
い
て
８
ク
ラ
ブ
の
会
長
か
ら
、
今
年
度
の
方
針
や
現
況
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
会
員
増
強
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
が
多

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

12
時
15
分
か
ら
別
室
に
移
り
、
合
同
例
会
が
今
年
度
の
当
番
天
神
川
Ｌ
Ｃ．

の
進
行
の
下
、
約
２
０
０
名
の
出
席
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
田
ガ

バ
ナ
ー
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
¿
、
会
員
増
強
は
じ
め
今
期
の
６
つ
の
重
点
事
業
を
熱
く

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
次
の
そ
し
て
ま
た
次
の

日
本
の
為
に
も
是
非
日
頃
か
ら
努
力
し
て
頂
き
た
い
と
…
。
須
藤
２
Ｒ
リ
ジ

ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
・
ビ
ー
ル
で
の
乾
杯
の
挨
拶

で
、
和
や
か
な
ラ
ン
チ
・
タ
イ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
各
ク

ラ
ブ
へ
記
念
品
の
授
与
が
あ
り
、
お
返
し
の
意
味
を
込
め
て
各
ク
ラ
ブ
か
ら

も
バ
ナ
レ
ッ

ト
等
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

８
名
の
Ｔ

Ｔ．

の
登
場
で
、
例
会
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
華
や

か
で
賑
や
か
な
う
ち
に
合
同
例
会
も
無
事
終
了
致

し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
山
田
ガ
バ
ナ
ー
は
じ

め
地
区
役
員
の
方
々
の
、
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍

と
ご
健
康
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

地
区
Ｐ
Ｒ
・
情
報
・
Ｉ
Ｔ
委
員
会

つ
つ
が

な
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1
1
月

クラブだより京都チェリーライオンズクラブ

映画「ディアー・フランキー」
鑑賞会
８月19日ª

８
月
19
日
、
京
都
シ
ネ
マ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
烏
丸
ビ
ル
）
に
て
映

画
鑑
賞
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
は
発
足
時
よ
り
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ン
ス
問
題
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と

を
奉
仕
活
動
の
メ
イ
ン
に
据
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
ビ
デ
オ

上
映
会
な
ど
で
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
お

か
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
よ
う
努
め
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
夫
の
Ｄ

Ｖ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

各
地
を
転
々
と
す
る
母

子
と
そ
の
祖
母
の
姿
を

描
い
た
こ
の
映
画
か
ら
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
日
々
直

面
す
る
問
題
点
を
具
体

的
に
知
る
こ
と
が
出
来

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自

分
自
身
も
深
く
傷
つ
き
な

が
ら
、
難
聴
（
な
ん
と
、
こ

の
原
因
も
父
親
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
に

よ
る
）
の
息
子
フ
ラ
ン
キ
ー
を
何

と
し
て
も
守
り
抜
こ
う
と
す
る
母
親
の
心
情
と
、
そ
の
母
へ
の
、

息
子
フ
ラ
ン
キ
ー
の
深
い
思
い
に
メ
ン
バ
ー
一
同
心
を
打
た
れ
ま

し
た
。
こ
の
感
動
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
向
け
て
大
い
に
生
か
し
、

ま
す
ま
す
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

クラブだより愛知ライオンズクラブ

第16回継続事業
青少年健全育成教育講演例会
※薬物乱用非行防止推進事業

８月３日π

去
る
２
０
０
５
年
８
月
３
日
π

、
愛
知
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
恒
例
の
「
青
少
年
健
全
育
成
教
育
講
演
会
」
を
旧
愛
知
郡

四
町
の
中
学
１
年
生
を
対
象
に
、
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
、
夏
休
み
の
期
間
中
に

開
催
し
、
今
年
で
16
回
目
を
秦
荘
町
ハ
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

に
て
実
施
し
ま
し
た
。
秦
荘
中
・
愛
知
中
・
湖
東
中
・
愛
東

中
学
校
の
１
年
生
と
関
係
者
約
３
８
０
人
が
参
加
し
て
頂

き
、
盛
況
に
開
催
さ
せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
東
近
江
署
生
活
安
全
課
員
に
よ
る

麻
薬
の
作
用
や
危
険
性
に
つ
い
て
の
講
演
。
県
警
本

部
少
年
課
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員
は
寸
劇
を

披
露
し
、
薬
物
に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
注
意
を
呼
び

掛
け
た
。
又
、
甲
賀
市
の
甲
賀
湖
南
人
権
セ
ン
タ
ー

職
員
の
立
岡
勇
一
さ
ん
が
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

の
弾
き
語
り
を
披
露
。
青
年
期
の
不
安
や
将
来
を
テ
ー

マ
に
生
徒
に
語
り
掛
け
「
大
切
な
も
の
を
見
つ
け
て

自
信
を
持
っ
て
生
き
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
ら

れ
た
。

約
半
日
の
講
演
で
し
た
が
、
生
徒
達
は
真
剣
に
講

演
を
聴
い
て
、
麻
薬
の
恐
ろ
し
さ
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
た
事
と
感
じ
ま
し
た
。
好
奇
心
旺
盛
な
思
春
期
の
子
供

達
に
こ
の
様
な
講
演
会
の
開
催
を
提
供
す
る
事
で
、
薬
物
は

も
と
よ
り
、
い
ろ
ん
な
悪
か
ら
の
誘
惑
に
負
け
る
事
無
く
、

立
派
に
成
長
し
て
頂
け
る
事
で
し
ょ
う
。

来
る
平
成
18
年
度
も
愛
知
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
継
続
事

業
と
し
て
開
催
致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
・
情
報
委
員
長
　
井
口
一
男
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Ｃ
Ｎ
25
周
年
記
念
事
業
（
1
）

福
祉
車
両
贈
呈

（
京
都
市
小
川
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

地
域
の
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
に
役
立
つ
こ
と
を
願
い
、

８
月
23
日
リ
フ
ト
式
回
転
椅
子
付
き
ラ
イ
ト
バ
ン
車
を
１
台

贈
呈
致
し
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
楽
し
い
日
常
生
活
の
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
京
都
市
内
を
走
り
回
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｃ
Ｎ
25
周
年
記
念
事
業
（
2
）

小
学
生
西
陣
織
体
験
講
座

（
参
加
児
童
数
２
４
３
名
）

西
陣
織
を
通
じ
て
京
都
の
伝
統
産
業
を
子
供
達
が
身
近
に

親
し
め
る
様
に
、『
小
学
生
西
陣
織
体
験
講
座
』
を
９
月
10
日
、

京
都
西
陣
織
会
館
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
上
京
区

内
か
ら
児
童
・
父
兄
約
５
０
０
名
が
参
加
、
満
席
の
会
館
ホ
ー

ル
で
館
長
さ
ん
か
ら
伝
統
産
業
の
講
義
の
後
、
手
織
や
糸
繰

り
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
実
際
に
織
機
を
使
っ
て
ラ
ン
チ
ョ

ン
マ
ッ
ト
を
織
っ
た
り
、
繭
か
ら
糸
に
す
る
方
法
な
ど
を
教

わ
り
ま
し
た
。
ま
た
着
物
シ
ョ
ー
で
は
、
女
子
児
童
は
色
艶

や
か
な
舞
妓
さ
ん

の
衣
装
や
振
袖
姿

に
、
男
子
児
童
は

袴
姿
に
変
身
し
て

舞
台
に
立
ち
大
き

な
拍
手
を
浴
び
て

お
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
委
員
長
　
水
田
俊
昭

クラブだより能登川ライオンズクラブ

0524「愛は地球を救う」
に募金の奉仕

８月28日∂

２
０
０
５
年
８
月
28
日
、
24
時
間
テ
レ
ビ
（
読
売
テ
レ
ビ
）

「
愛
は
地
球
を
救
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
募
金
活
動
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
が
実
行
さ
れ
た
。
当
地
方
で
も
こ
れ
に
協
賛
し
商
工
祭
の

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
ク
ラ
ブ
も
こ
れ
は

遅
れ
ま
じ
と
当
初
か
ら
参
加
を
計
画
し
、
青
少
年
委
員
会
が

担
当
、
内
容
検
討
の
結
果
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に
よ
る

収
益
金
を
寄
付
と
い
う
形
で
全
員
に
各
家

庭
で
眠
っ
て
い
る
商
品
の
提
供
を
呼
び
か

け
た
結
果
、
１
０
０
点
近
く
の
商
品
が
集

ま
っ
た
。
内
容
は
千
差
万
別
で
高
く
も
な

く
、
安
く
も
な
い
値
踏
み
に
苦
労
し
た
が
看

板
も
出
来
上
が
り
準
備
Ｏ
Ｋ
、
当
日
は
暑

さ
も
厳
し
く
な
く
好
天
に
恵
ま
れ
、
商
品

を
並
べ
る
や
、
マ
ニ
ヤ
の
買
い
込
み
が
あ

り
、
売
れ
残
り
か
と
心
配
し
て
い
た
商
品

も
売
れ
、
新
し
い
商
品
ば
か
り
売
れ
る
も

の
で
も
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

冷
や
か
し
客
で
も
集
ま
れ
ば
客
が
客
を
呼

ぶ
と
い
う
、
小
さ
い
な
が
ら
も
バ
ー
ゲ
ン

セ
ー
ル
の
買
物
客
の
心
理
を
見
た
よ
う
な

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
良
い
人
生
経
験
を
味
わ
っ
た
と
感
謝

し
て
い
る
。
お
陰
様
で
商
品
は
完
売
で
き
、
売
上
金
に
会
員

か
ら
の
募
金
を
加
え
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
を
通
じ
全
額
を
寄

付
い
た
し
ま
し
た
。
商
品
も
完
売
で
き
、
大
変
爽
や
か
な
奉

仕
の
一
日
で
あ
っ
た
と
喜
ん
で
い
る
。

青
少
年
委
員
長
　
大
橋
俊
浩

クラブだより京都朱雀ライオンズクラブ

CN25周年記念事業

『お年寄り・子供達へのプレゼント』
８月23日∏・９月10日º

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

近
江
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

「
成
長
と
発
展
」

私
た
ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
今
、
成
長
と
発
展
に
関
し
て
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
高
齢
化
と
新
入
会
員
の
勧
誘
が
ま
ま
な
ら
な
い
。
在
籍
メ

ン
バ
ー
の
退
会
も
な
か
な
か
阻
止
で
き
な
い
。「
３
ス
ク
ミ
」
の
現
状
を
ど

う
打
破
す
る
か
、
日
々
悩
み
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
江
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
支

援
事
業
や
、
私
た
ち
が
関
係
し
て
い
る
団
体
に
目

を
向
け
る
と
、
元
気
で
停
滞
と
は
縁
の
薄
い
新
聞

記
事
が
踊
る
。
１
つ
は
８
月
29
日
∑

の
地
域
版

26
面
に
載
っ
た
「
２
０
０
５
中
学
生
広
場
」、
簡

単
に
言
う
と
弁
論
大
会
で
あ
る
。
当
ク
ラ
ブ
が
教

育
委
員
会
等
と
名
を
連
ね
、
人
的
、
経
済
的
に
支

援
し
て
い
る
中
学
生
の
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の

一
環
で
、
８
月
25
日
の
第
２
例
会
に
も
４
組
の
優

秀
賞
の
方
々
に
お
話
を
頂
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
の
中
の
一
人
守
山
北
中
学
校
、
新
広
子
さ
ん
が

「
私
た
ち
の
未
来
」
を
題
に
、
県
内
１
０
４
校
の

ト
ッ
プ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を「
ザ
・
ラ
イ
オ
ン
誌
」

を
通
じ
近
隣
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
次
第
。

ま
た
２
つ
め
は
、
８
月
31
日
の
地
域
版
24
面
（
京
都
新

聞
）
に
「
瑞
宝
太
鼓
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
。
こ

の
長
崎
の
グ
ル
ー
プ
は
、
２
年
前
当
ク
ラ
ブ
の
40
周
年
に
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
守
山
市
民
ホ
ー
ル
に
１
０
０
０
人
近
い
人
を
集
め
、
太
鼓
演

奏
を
お
聴
き
頂
い
た
。
障
害
者
に
よ
る
太
鼓
と
し
て
19
年
の
苦
節
の
末
、

現
在
プ
ロ
級
の
レ
ベ
ル
に
。
先

日
当
ク
ラ
ブ
の
岩
佐
滋
久
ラ
イ

オ
ン
は
じ
め
、
十
数
名
が
再
び

守
山
市
民
ホ
ー
ル
へ
足
を
運
ん

だ
。
今
回
は
障
害
の
方
々
の
他

の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
の
交
歓
演
奏
で
あ
っ

た
が
、
特
に
「
瑞
宝
太
鼓
」
の
６
人
の
メ
ン

バ
ー
の
技
術
、
修
練
、
音
の
妙
は
ズ
バ
抜
け

て
い
て
、
驚
く
や
ら
嬉
し
い
や
ら
で
、
早
速

新
聞
記
事
と
と
も
に
送
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。
共
鳴
し
成
長
し
発
展
す
る

若
い
力
に
我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
も

呼
応
し
た
い
も
の
と
思
う
次
第

で
す
。

会
長
　
南
井
繁
樹
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1
1
月

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

京
都
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

青
少
年
育
成
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

京
都
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

（
第
一
回
京
都
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
少
年
ラ
グ
ビ
ー
大
会
）

９
月
４
日
∂

競
技
会
場

Ｎ
Ｔ
Ｔ
淀
総
合
運
動
場
京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
島
田
堤
外
５

ア
フ
タ
ー
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
会
場

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
久
御
山
町
役
場
５
Ｆ

午
前
９
時
、
京
都
市
副
市
長
、
教
育
委
員
会
、
京
都
府
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
理
事
長
は
じ
め
関
係
者
ご
参
集
の
も
と
開
会
式
を
挙
行
、
午
前

10
時
よ
り
参
加
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
小
学
生
５
、
６
年
生
に
よ
る
チ
ー
ム
で

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
試
合
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

午
後
３
時
30
分
よ
り
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
会
場
に
移
動
し
、
表
彰

式
と
交
歓
会
を
行
い
ま
し
た
。
選
手
と
各
チ
ー
ム
の
親
、
家
族
、
監
督
、
コ
ー

チ
と
主
催
の
京
都
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
交
流
を
深
め
、
意
義
あ
る
大
会

で
あ
っ
た
こ
と
を
お
互
い
に
確
認
致
し
ま
し
た
。
来
年
も
継
続
事
業
と
し
て

開
催
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
午
後
５
時
終
了
致
し
ま
し
た
。

開
会
の
趣
旨
説
明

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
青
少
年
育
成
事
業
は
、
奉
仕
事
業
の
中
で

最
も
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
青
少
年
育
成
に
関
し
て
、
今
ま

で
の
対
象
は
レ
オ
や
Ｙ
Ｅ
事
業
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
そ
の
対
象
が
10
代

後
半
や
20
代
前
半
の
青
少
年
に
向
い
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
近
年
は
、
青

少
年
の
犯
罪
や
薬
害
は
ま
す
ま
す
低
年
齢
化

し
、
青
少
年
の
育
成
事
業
の
対
象
が
、
高
校

生
以
上
の
年
齢
で
は
遅
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
学
園
レ
オ
（
３
３
５
―

Ｃ
地

区
で
は
高
校
）
の
導
入
や
、
京
都
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
研
修
会
）
の
開
催
等
、
３
３
５
―

Ｃ

地
区
内
で
も
中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し

た
奉
仕
事
業
が
、
以
前
に
も
増
し
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
よ
り
よ
い
方
向
に
向
い

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
京
都
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
大
会

を
こ
れ
か
ら
の
継
続
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し

て
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
、
京
都
市
及
び
亀
岡
市
に
12
〜

13
の
小
学
生
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ー
ム
を
一
堂
に
集
め
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
」
争
奪
の

大
会
を
通
じ
て
小
学
生
に
「
汗
と
涙
の
感
動
」
を
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
京

都
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
は
試
合
終
了
の
こ
と
を
、
ご
存
知
の
通
り
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
と

言
い
ま
す
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
が
試
合
終
了
後
、
相
手
の
チ
ー
ム
と
の
交
流

が
あ
ま
り
無
い
の
に
対
し
、
ラ
グ
ビ
ー
は
終
了
後
の
交
流
・
交
歓
を
大
切
に

し
ま
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕
活
動
と
し
て
意
義
の

あ
る
、
魅
力
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
私
達
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
是
非
と
も

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
考
え
ま
す
。

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

京
都
あ
さ
ひ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

環
境
保
全
奉
仕
活
動
例
会

９
月
４
日
∂
９：

30
〜
　
京
見
峠

京
都
の
失
わ
れ
て
い

く
自
然
環
境
を
守
ろ
う

と
、
数
え
て
11
回
目
の

環
境
保
全
奉
仕
活
動
を
、

京
都
あ
さ
ひ
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
呼
び
か
け

で
４
日
∂

に
実
施
致
し

ま
し
た
。
朝
９
時
頃
に

は
、
も
う
地
域
待
鳳
・

鷹
ヶ
峰
両
学
区
の
多
く

の
方
々
が
、
鷹
ヶ
峰
街

道
を
取
り
囲
む
よ
う
に

集
合
し
て
お
ら
れ
感
激

致
し
ま
し
た
。
今
年
は

残
暑
厳
し
く
、
ま
た
台

風
の
接
近
で
雨
を
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
汗
が
吹
き
出
す
程
の
む
し
暑
さ
、
Ｌ
Ｌ
の
方
々

に
は
ご
同
情
申
し
上
げ
ま
す
。

行
政
、
警
察
、
両
学
区
代
表
、
大
宮
会
長
と
、
今
村
幹
事
の
司
会

に
よ
り
挨
拶
を
す
ま
せ
、
紙
屋
川
、
京
見
峠
と
一
斉
清
掃
に
入
り
ま

し
た
。
今
回
は
昨
年
と
違
い
、
バ
イ
ク
、
ベ
ッ
ド
、
冷
蔵
庫
、
タ
イ

ヤ
、
テ
レ
ビ
、
ゴ
ミ
等
…
多
く
が
捨
て
ら
れ
、
モ
ラ
ル
の
低
さ
に
一

同
憤
慨
致
し
ま
し
た
。
今
年
は
参
加
者
が
予
定
よ
り
多
く
な
り
参
加

記
念
品
が
足
り
ず
、
予
備
と
メ
ン
バ
ー
の
分
を
渡
し
、
メ
ン
バ
ー
は

無
し
と
、
何
故
か
嬉
し
い
気
分
で
や
り
く
り
を
致
し
ま
し
た
。

作
業
終
了
後
、
理
事
会
が
長
引
き
例
会
が
遅
れ
、
や
っ
と
食
事
タ

イ
ム
。
誰
か
の
、「
掃
除
の
後
の
食
事
は
美
味
し
い
」
と
の
一
言
で

会
場
は
和
や
か
に
な
り
、
Ｌ
Ｌ
の
ご
出
席
の
お
か
げ
で
話
に
も
花
が

咲
き
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
楽
し
い
一
時
で
し
た
。
会
長
、
幹
事
を

は
じ
め
、
参
加
者
一

同
事
故
も
な
く
ホ
ッ

と
し
て
お
り
ま
す
。

暑
い
中
御
参
加
戴

き
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

環
境
保
全
委
員
長

中
川
昌
弘
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クラブだより福知山ライオンズクラブ

「さつき」の剪定と草刈り作業に汗
９月10日º

恒
例
に
な
っ

て
い
る
福
知
山

大
呂
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
一

帯
に
植
樹
さ
れ

て
い
る
「
さ
つ

き
」
の
草
刈
り

と
剪
定
作
業
に

汗
を
流
し
た
。

昭
和
55
年
に
当

ク
ラ
ブ
が
奉
仕

事
業
の
一
環
と

し
て
２
０
０
本
を
植
樹
し
た
も
の
で
、
毎
年
こ

の
頃
に
草
刈
り
と
剪
定
の
奉
仕
作
業
を
続
け
て

い
る
も
の
。
メ
ン
バ
ー
18
名
は
慣
れ
た
手
つ
き

で
、
剪
定
バ
サ
ミ
や
草
刈
り
機
を
使
っ
て
見
事

に
、
仕
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
来
春
５
月

に
は
、
大
勢
の
見
物
客
で
賑
わ
う
こ
と
に
な
る
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

広
報
情
報
会
則
委
員
長
　
榎
原
哲
夫

クラブだより長浜ライオンズクラブ

CN45周年記念献血会は盛会に
９月６日∏

わ
が
ク
ラ
ブ
主
催
の
献
血
推
進
の
集
い
を
、
Ｃ
Ｎ
45
周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
長
浜
Ｉ
Ｃ
に
近
い
ジ
ャ
ス
コ
長
浜
店
前
の
広

場
で
、
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
、
一
般
の
方
々
の
協
力
を
頂
き
開
催
を

し
ま
し
た
。
全
血
２
０
０
È
、
４
０
０
È
、
成
分
献
血
の
内
容

で
、
成
分
は
場
所
を
変
え
て
湖
北
献
血
ル
ー
ム
で
行
い
ま
し
た
。

滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
ご
依
頼
し
て
、
献
血
車
２

台
と
献
血
受
け
付
け
を
お
願
い
し
、
記
念
品
の
贈
呈
の
お
手
伝

い
等
、
当
委
員
会
は
前
日

ま
で
に
広
報
ポ
ス
タ
ー
等

を
通
じ
て
広
告
と
メ
ン
バ

ー
家
族
、
社
員
、
友
人
を

お
願
い
し
た
結
果
、
３
０

０
余
名
の
方
々
か
ら
の
献

血
を
う
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

台
風
14
号
接
近
に
よ
る
豪
雨
の
気
に
な
る
日
で
し
た
が
、
成
功

裡
に
終
了
し
、
ひ
と
安
心
、
ほ
っ
と
し
た
次
第
で
す
。
献
血
を
ク

ラ
ブ
事
業
の
重
要
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
既
に
長
浜
市
の
千

人
献
血
も
７
月
24
日
に
自
主
協
賛
し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
交
代
で

参
加
し
社
会
奉
仕
に
努
め
ま
し
た
。

文
責
　
大
村

第
18
回
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
ポ
ス
タ
ー
原
画
の

審
査
が
10
月
２
日
行
わ
れ
た
。
本
ク
ラ
ブ
で
は
７
月
初
め
に
田
中

会
長
ら
と
野
洲
市
内
各
小
学
校
へ
、
参
加
要
請
と
画
用
紙
を
５
年

生
全
児
童
分
４
９
４
枚
を
届
け
る
と
同
時
に
、
〆
切
日
を
９
月
末

日
と
し
て
提
出
し
て
貰
え
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。

９
月
末
日
、
市
内
４
校
か
ら
２
８
０
枚
の
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
提

出
が
あ
り
、
早
速
10
月
２
日
午
後
、
ク
ラ
ブ
事
務
所
に
お
い
て
審

査
会
を
開
い
た
。

審
査
に
は
元
野
洲
市
展
覧
会
会
長
、
県
美
術
協
会
員
寺
堀
学

先
生
を
お
願
い
し
て
田
中
清
光
会
長
、
上
野
明
幹
事
、
辻
豊
次
広

報
委
員
長
、
３
３
５
―

Ｃ
地
区
Ｐ
Ｒ
情
報
Ｉ
Ｔ
副
委
員
長
那
須
安

彦
氏
ら
で
慎
重
に
厳
正
に
審
査
が
行
わ
れ
、
Ａ
ラ
ン
ク
42
点
か
ら

ク
ラ
ブ
表
彰
分
の
10
点
を
選
考
、
続
い
て
10
月
10
日
ま
で
に
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
へ
当
ク
ラ
ブ
か
ら
送
付
す
る
割
当
分
３
点
、
参
加
枚
数

分
の
６
点
の
合
計
９
点
に
つ
い
て
選
考
し
た
。
そ
の
結
果
、
入
賞

佳
作
や
入
選
10
人
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定
を
し
た
の
で
あ
る
。

入
賞
・
入
選
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
。

最
優
秀
賞
　
宮
本
理
絵
さ
ん
　
　
中
主
小

優
秀
賞
　
　
河
野
も
も
子
さ
ん
　
同

同
　
　
　
　
清
水
佑
穂
君
　
　
　
祇
王
小

佳
作
　
　
　
堤
　
光
平
君
　
　
　
篠
原
小

同
　
　
　
　
森
　
絵
梨
子
さ
ん
　
北
野
小

同
　
　
　
　
前
田
智
哉
君
　
　
　
同

入
選
　
　
　
山
下
航
典
君
　
　
　
祇
王
小

同
　
　
　
　
大
野
な
お
さ
ん
　
　
中
主
小

同
　
　
　
　
川
尻
絵
未
さ
ん
　
　
同

以
上
９
点
地
区
提
出

同
　
　
　
　
市
場
　
匠
君
　
　
　
篠
原
小

以
上
の
皆
さ
ん
は
、
11
月
表
彰
例
会
に
父
兄
と
共
に
ご
招
待
し

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
予
定
。

広
報
委
員
長
　
辻
　
豊
次

入賞入選者決定に、厳正・慎重
な審査　寺堀 学先生

（中央）寺堀 学審査員、（右）田中
野洲LC会長、（左）那須地区PR情
報委副委員長が審査を行う

クラブだより野洲ライオンズクラブ

国際平和ポスター審査会終わる
キャビネットへ９点送る　入賞者決定

クラブだより近江守山ライオンズクラブ

「あじさい園」との取り組み
近
江
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
福
祉
施
設

や
授
産
施
設
へ
の
支
援
・
協
労
作
業
は
、
結
成
43

年
に
な
る
が
意
外
と
少
な
い
。
健
康
、
衛
生
、
環

境
、
青
少
年
健
全
育
成
、
文
化
事
業
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
守
山
で
一

番
古
い
知
的
障
害
施
設
の
「
あ
じ
さ
い
園
」
と
は

実
に
長
い
付
き
合
い
で
、
各
担
当
委
員
長
も
あ
る

時
は
協
労
を
、
あ
る
時
は
バ
ザ
ー
品
集
め
を
、
あ

る
時
は
人
集
め
を
と
、
趣
向
を
こ
ら
し
頑
張
っ
て

頂
い
て
い
る
。
平
成
17
年
度
は
バ
ザ
ー
品
の
提
供

で
あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
例
会
で
の
呼
び
掛
け
で
集
ま

っ
た
山
の
よ
う
な
品
々

が
「
あ
じ
さ
い
園
」
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
資
金
集
め
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
欲
し
い
と
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
守
山
に

は
い
く
つ
か
の
施
設
が
出
来
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
ど
こ
も
か
し
こ
も
と
い
う
総
花
的
な
展
開
は
し
て
い
な

い
。
平
等
に
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
何
で
も
か
ん
で

も
福
祉
協
議
会
代
表
様
も
個
性
が
欠
け
る
気
も
す
る
。
ご
意

見
等
々
お
寄
せ
下
さ
い
。

会
長
　
南
井
繁
樹
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1
1
月

Ｌ杉本　久夫
（S.28年10月25日生）

南都銀行　高取支店
支店長
金融業

高市Ｌ・Ｃ

Ｌ入江　渥子
（S.３年９月３日生）

主婦

京都薫風Ｌ・Ｃ

Ｌ牛山　攝子
（S.25年７月29日生）

ñサンユーモード
会社役員
洋装品広報

京都高野川Ｌ・Ｃ

Ｌ寿浅ひろみ
（S.13年５月30日生）

主婦

京都薫風Ｌ・Ｃ

Ｌ長谷川忠夫
（S.19年４月25日生）

長谷川モータース
代表

自動車二輪販売整備

京都高野川Ｌ・Ｃ

Ｌ崎間　勝子
（S.18年８月25日生）

主婦

京都薫風Ｌ・Ｃ

Ｌ陳　　英子
（S.18年２月８日生）

中国料理

京都薫風Ｌ・Ｃ

Ｌ泉　美也子
（S.24年10月７日生）

ジュエリーデザイナー
ジュエリー

京都薫風Ｌ・Ｃ

第28回 洛陽文化講座
第2講（通算108講）ご案内

京都洛陽ライオンズクラブ

当クラブの主要事業「洛陽文化講座」の第２講を下記に
より開催致します。お誘い合わせご聴講下さい。

広報委員会

日　時 11月26日…午後2時～4時

場　所 京都商工会議所　3階講堂

講師及びシンポジウム

テーマ「環　境」

Ｌ浅岡美恵　Ｌ須藤眞志

Ｌ北村光男　Ｌ瀧澤雄一郎

主催 京都洛陽ライオンズクラブ

後援 京都府、京都市、京都商工会議所、

京都新聞社、KBS京都

（入場無料）

総合テーマ「私達の環境を考える」

第2講

クラブだより京都薫風ライオンズクラブ

「はじめての入会式」
９月15日∫

す
っ
か
り
秋

ら
し
く
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。

こ
の
度
私
達
の

ク
ラ
ブ
で
は
、

６
名
の
新
入
会

員
を
む
か
え
る

こ
と
が
で
き
、

９
月
15
日
∫

第

二
例
会
に
て
入

会
式
を
行
い
ま

し
た
。
当
ク
ラ

ブ
と
し
ま
し
て

も
、
勿
論
初
め

て
の
入
会
式
で
、
揺
れ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
の
６
つ
の
灯

を
見
つ
め
、
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ラ

ベ
ル
・
ボ
タ
ン
が
装
着
さ
れ
た
時
の
光
景
は
、
忘
れ

ら
れ
な
い
感
動
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
５
月
17
日
の
結
成
式
を
あ
ら
た
め
て
思
い
起

こ
し
、
新
た
な
誓
い
と
友
愛
を
再
確
認
で
き
た
良
い

ひ
と
と
き
で
し
た
。

二
年
目
を
迎
え
歩
み
出
し
て
い
る
当
ク
ラ
ブ
に
と

っ
て
、
６
つ
の
新
し
い
風
と
共
に
、
今
一
度
原
点
を

見
つ
め
直
せ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
・
情
報
・
Ｉ
Ｔ
委
員
会

幹
事
　
小
西
布
巳
江

新会員の紹介
■　■　■

おめでとうございます
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Ｌ川田　勝彦
（S.31年１月22日生）

土井倶楽部ジュリアス
代表
美容業

京都京洛Ｌ・Ｃ

Ｌ新谷　元信
（S.31年11月21日生）

株式会社 新谷瓦店
代表取締役
屋根工事業

北葛城Ｌ・Ｃ

Ｌ左近　廣行
（S.16年10月15日生）

丸富士食品
代表　

鮮魚・販売加工

舞鶴みなとＬ・Ｃ

Ｌ桑原　直人
（S.35年12月１日生）

フソーñ

常務取締役
機械商社（輸入・国内製材・木工機械）

桜井Ｌ・Ｃ

Ｌ小野　孝博
（S.17年７月15日生）

ñ西栄クラバット・システム
代表取締役社長
ネクタイ製造販売

京都堀川Ｌ・Ｃ

Ｌ松尾　好晃
（S.28年６月25日生）

社会福祉法人 松福会
理事長

介護福祉事業

橿原Ｌ・Ｃ

Ｌ乗松　良徳
（S.27年１月12日生）

ñティー・エス・ケー
代表取締役

ビルメンテナンス業

京都堀川Ｌ・Ｃ

Ｌ大西　甚吾
（S.30年６月10日生）

ミヅホ株式会社
専務取締役
製造業

橿原Ｌ・Ｃ

Ｌ中谷　順子
（S.24年１月21日生）

株式会社センターコーポレーション
専務取締役

一般労働者派遣業

京都烏丸Ｌ・Ｃ

Ｌ上田　哲次
（S.17年11月２日生）

ñラポー
代表取締役社長
飲食業

京都京洛Ｌ・Ｃ

故 Ｌ始田　博文
橿原LC

没　平成17年８月13日
享年77才

ライオン歴
1982年10月　入会　
1996年度　幹事
2000年度　第１副会長

ライオン歴
1968年10月　入会　
1986～1987年度　会長
1997～1998年度　６R２Ｚ ゾーン・チェアマン

故 Ｌ村木　　茂
水口LC

没　平成17年９月15日
享年79才

Ｌ上田　朋裕
（S.53年９月３日生）

有限会社 スウィッチ ウェル
代表取締役
介護商品販売

京都烏丸Ｌ・Ｃ

Ｌ山口　二郎
（S.21年８月28日生）

株式会社 ヤマニ電産
代表取締役

情報器機製造業

京都烏丸Ｌ・Ｃ

Ｌ島渕　裕一
（S.29年11月８日生）

島渕会計事務所

税理士

京都烏丸Ｌ・Ｃ

Ｌ永野　久子
（S.23年８月16日生）

インド料理　JAIPUR
経営者
飲食店経営

京都烏丸Ｌ・Ｃ

Ｌ渡辺　茂子
（S.17年９月７日生）

取締役　総務部長
印刷業

京都薫風Ｌ・Ｃ
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L一盛広樹（舞鶴LC）

常駐警備・交通誘導警備・機械警備・その他

安心・安全の日海警グループ

北都警備保障株式会社 全国警備業協会連合会・京都府警備業協会

本　　　　社　〒624-0937 舞鶴市字西100番地の2
TEL（0773）77-0025 FAX（0773）75-5367

綾部営業所　〒623-0046 綾部市大島町二反田12番地の5（新庄マンション）
TEL（0773）42-2700 FAX（0773）42-2700

宮津営業所　〒626-0061 宮津市字波路2379-1
TEL（0772）22-6591 FAX（0772）22-6591

日本海警備保障株式会社 全国警備業協会連合会・京都府警備業協会

本　　　　社　〒625-0020 舞鶴市大字小倉小字宮ノ前4-5
TEL（0773）63-4567 FAX（0773）63-4580

福知山営業所　〒620-0888 福知山市字堀2407-2（三建ビル1Ｆ）
TEL（0773）23-5577 FAX（0773）23-5578
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●インターネットホームページ　http://www.335c.com/ ●Eメールアドレス　lions@skyblue.ocn.ne.jp

ザ・ライオンタイムズ（335-C地区機関紙）
発行日●2005年11月1日
発行者●ガバナー　山田　昌次
発　行●ライオンズクラブ国際協会335-C地区PR・情報・øT委員会
編集者●地区PR・情報・øT委員長　石黒　郁男（長浜LC）
事務局●〒600-8237京都市下京区堀川通塩小路

リーガロイヤルホテル京都3F 364号室
TEL.（075）344-0258
FAX.（075）344-0277

Lions Times

副委員長
服部　稔（京都洛南LC）
杉山大門（京都NCLC）
一盛広樹（舞鶴LC）

那須安彦（野洲LC）
森　義治（大和郡山LC）
竹村和勇（田原本LC）

担当運営委員
田丸道哉（京都LC）

アジアフォーラムの模様を11月号にとり入れるという事で、あわただ

しい編集になりました。この度の取材編集につきましては、ñ松本京文堂

印刷様にお力添えをいただき、ありがとうございました。

編 集 後 記

「第44回東洋東南アジアライオン
ズ・フォーラム」の開会式が10月8日、
宮城県利府町の県総合体育館（グラン
ディ21）に於いて開かれました。広大
な会場は大会テーマ―RUSH―「躍進」
の言葉通り、14カ国のライオンズクラ
ブのメンバー約13,000名の熱気で埋
め尽くされました。メンバー達は10日
まで交流し、シンポジウムや様々なセ
ミナーを通し、社会奉仕活動の推進に
ついて意見が交わされました。（詳細に
ついては本文に記載）

東洋東南アジアライオンズ・ズ・フォーラム開催�東洋東南アジアライオンズ・ズ・フォーラム開催�
第44回 

東洋東南アジアライオンズ・ズ・フォーラム開催�
第44回 

東洋東南アジアライオンズ・フォーラム開催�
第44回 

Lions Tim es05年11表14　3  05.11.5 1:16 PM   ページ 1


